
 ２　その他 （ ）
必 要 車 両 資 器 材

 　１　疑似（水）消火器 本

備考
１　訓練の種別・必要資器材及び消防職員の派遣の要否欄については、当該する番号を○で囲むこと。
２　訓練概要に記載しきれない場合は、別紙添付すること。
３　訓練種別の欄は、総合訓練又は部分訓練のいずれかに該当する項目の□にレ点を記入し、部分訓練を選んだ場合は、さら
　　に実施する訓練のいずれかの項目の□にレ点を記入すること。
４　本届出書は２部作成すること。なお、２部のうち１部は押印し返付します。
５　本届出書は、訓練実施日の３ヶ月前より受付けします。
６　消防法第８条に関係ある事業所については、訓練終了後、速やかに訓練実施結果報告書を提出すること。
７　※印の欄は、記入しないこと。　（災害発生時は、職員の派遣が出来ない場合があります。）

訓　　 練　 　概　 　要

※　受　付　欄 ※　経　過　欄

)

訓     練     種 　　別 )

(

□ 防火総合訓練（消火、通報及び避難誘導訓練を連携して行う場合）

)

）

消  防  職  員  派  遣
の         要           否

　要　・　否　（要にあっては、実施日時等について事前に打ち合わせをする事）

事  業  所  所  在  地

参    加    人    数 名 担当者（職・氏名）

分 から 時

 　 TEL

実     施     日     時 年 月 分日 （ 時

 　 職・氏名

 　 事業所名称

年 月 日

□ 消火訓練 □ 通報訓練

 防火の講話 □ 救急の講話 □

□ その他

□

□

□

防火部分訓練　（

自衛消防指導 □ 操法指導 □ 他指導

他の講話 （

□ 避難誘導訓練　）

（

中 津 市 消 防 署
消 防 署 長 あ て

消防訓練を下記のとおり計画しましたので通知します。

消 防 訓 練 計 画 通 知 書


